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13. メゾスコピック系における量子伝導

一特にHall抵抗について -

沢 野 博 之

メゾスコピック系において電子がballisticな運動をするとき､試料の微視的な形状

が電子輸送に大きな影響を及ぼす｡最近の実験によって､準 l次元的な嫡子を安差さ

せて作製された訊料では弱磁場領域において､ある磁場を境にlIall抵抗か突鮎消失す

る現象が兄いだされた｡現在のところ､この現象に対 しては､嫡子交差領域付近にお

ける嫡子幅の緩やかな増大が木質的な原因であるとする説が有力である｡木論文では､

磁場中の2次元メゾスコピック系において試料の幾何学的な形状が電子輸送に及ぼす

形響について研死 した｡まず､Kirchl10LHIuygel､Sの定理を用いて､磁場中の電子に対

するtiglltbilldillg近似のScllr6dillger方程式を任意の境界条件のもとで憎 く方法を定

式化 した｡この方法によって従来のようにtightbilldillg近似の Scllr∂dinger方程式を

直接働く場合に比べメモリの消架畳を減らす革かでき､したがってより大きな系を扱

うことかできる｡この定式化を用いる事によって､様々な形状を持つ系に対し､2端

一 子間の透過率を数値的に計算した｡グリーン関数は弱潰場近似のもとで得られたもの

を用いた｡この結果得られた透過率をLalldauer-Biittikerの公式に適用 しHall抵抗を

求めた｡数値計算の結果は実験結果と定性的に再現 してお り､これは上に述べた説を

支持するものである｡
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